
令和４年度第１回玉野市国民健康保険運営協議会議事概要

日時：令和４年５月１８日（水）１３：３０～１４：３０

場所：玉野市庁舎３階 特別会議室

【出席委員】 会 長 北山 順崇

副会長 山本 育子

公益代表 村上 光江

被保険者代表 岡本 英俊

被保険者代表 伊藤 良和

被保険者代表 伊東 勇

医療担当代表 渡邉 正俊

医療担当代表 桜井 修司

医療担当代表 塩見 裕樹

【委任委員】 被用者保険代表 国料 雅孝

被用者保険代表 赤木 伸二

被用者保険代表 谷口 善昭

【事務局】 市民生活部長 岡本 隆

保険年金課課長 小笠原 隆文

保険年金課参事 三宅 忍

保険年金課主幹 辻本 慎策

保険年金課係長 浮田 友紀

保険年金課主査 板野 慎一郎
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開会 午後１時３０分

司 会

市 長

司 会

会 長

市 長

会 長

課 長

会 長

渡 邉 委 員

課 長

渡 邉 委 員

課 長

《開会》

《挨拶》

《委員及び事務局職員の書面紹介等》

それでは、以後の議事進行を会長にお願いする。

それでは、議事に入る前に、規則第６条の規定により本日の会議録

署名委員を公益代表の山本委員と被保険者代表の岡本委員を指名す

る。これより議事に入るが、本日の議事内容について、市長より諮問

を受けたいと思う。

《中央にて市長が諮問書を朗読後、会長へ手渡し、公務により退席》

それでは、ただ今の諮問内容について、事務局から説明願う。

《令和４年度国民健康保険料賦課総額等について資料により説明》

事務局より諮問内容について詳しい説明を受けたが、何か質問等は

ないか。

玉野市は医療費が高いが、近隣に基幹病院が多く交通の便も良いの

で市内で完結できる患者も、岡山市などに流れて医療費が高騰する状

況がある。初診や再診など医療費も発生しますし、二重の負担になっ

ている可能性がある。これから益々、高齢化社会になるので、どんど

ん医療費が増えて行く。玉野で完結できるような対応をしていくこと

が重要だと思う。（岡山に行かなくて済むようにすること）

今、市民病院の取組をしておりますし、また、かかりつけ医で常日

頃から健診等を受けていただいて、重篤化する前に対処していくこと

も必要と思いますので、健康事業につきましても我々、保険者として

取り組んでいきたい。

介護分について、今後も増えてくるものなので、低く抑えているが

大丈夫なのか。

今後、介護も高齢化社会になりますので、介護分の保険料も必要と
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渡 邉 委 員

課 長

渡 邉 委 員

山 本 委 員

課 長

会 長

なってくることは、危惧していることですが、基金がありますので、

市民の方の負担が大きくかからないように努めていきたい。

また、介護状態にならないよう、元気な高齢者が増える施策を市と

してしっかり取り組みたい。

今のところ、財政的には大丈夫な状態と考えている。

介護予防も大事だが、シミュレーションの結果、大丈夫ということ

か。

はい。

介護予防と言うことも非常に大切だし、集団検診・特定健診もして

いかなくてはいけない。コロナ禍では、なかなか進まない状況が続い

ていますけど、ウィズコロナと言うことで、対応していただきたい。

先ほどの、健診事業にしっかり取り組んでいただきたい。

今回の試算で１千５百万程度を基金から充てるということで、十分

対応できると思うのですが、今後、団塊の世代が後期高齢者に移った

り、県下統一の保険料に推移していくことを見据えて、どのようなこ

とが危惧されるのか。

歳入・歳出の関係で大きく関わってくるのは、今後も人口減少によ

る被保険者数の減少が見込まれること、高齢化が進むことによって医

療費が上がっていく点、また、団塊の世代の方である程度の所得をお

持ちの方が後期高齢者医療に移行することで、国保では所得をお持ち

の方が減少することによる今後のバランスがどうであるかが課題と

なる。

県の激変緩和の交付金が、減少しているが今後どうなるかなど財政

的な課題もある。

県内で統一保険料へ向け議論しているが、その時期は未定だが、そ

れが決まるに従って、今ある基金を段階的に使いながら、市民の負担

とならないように取組を進めて行きたい。

それでは、本日の審議の結果をまとめました、「協議の結果、賦課

総額および保険料率については、了承するものである。」とまとめさ

せていただく。

《中央にて、会長が答申書を読み上げた後、部長へ手渡し》
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閉会 午後２時３０分

部 長

会 長

《部長からお礼のあいさつ》

それでは、以上をもって本日の協議会を閉会する。


